
大学の世界展開力強化事業（2020年度選定） 長崎大学 取組概要

【事業の名称】（選定年度2020年度・（タイプA②））
プラネタリーヘルスの実現に向けた日ア戦略的共同教育プログラム

【交流推進事業の概要】

【交流プログラムの概要】
本学は、『Planetary Health（地球の健康）の大学』を標榜し、地球規模の問題の対応・貢献を目指すために全学をあげた教
育研究体制の整備と人材の育成を目指した「プラネタリーヘルス」プログラムを構築している。中でも、アフリカとの長い歴史
をもつ本学は、アフリカでの医療保健と人間の安全保障の問題に注視した人材の育成を推進しており、人的交流も盛んであ
る。これらを踏まえ、本プログラムは、（１）オンライン交流プログラム、（２）短期研修プログラム、（３）長期研修プログラム、
（４）シンポジウム・プログラム及び（５）インターンシッププログラムを構成し、（２）～（５）については、実際に日本/ケニアへの
渡航が伴うプログラムであり、新しい視点からの地球の健康実現に向けた実地での交流と人材育成プログラムである。

【本事業で養成する人材像】
・日アの架け橋となり、友好的発展に向けリーダーシップを持ち、アクティブに活動展開できる人材
・地球規模の課題解決に向け、最新技術や考え方を柔軟に取り入れ、指導的な立場から展開できる人材
・異なる環境を理解し、地球の健康に関する問題を共に考え、解決に向けた活動に取り組める人材
・本事業で形成する基礎コミュニティーを自発的かつ持続的に発展させることができる人材

【本事業の特徴】
本事業は、日本とアフリカの学生が、文化、社会、言語を通して培ってきた各々の価値観や信念に向き合い、異なる環境や
習慣や考え方を持つ者として、お互いの地域の社会課題を一緒になって議論することで、地球規模の問題解決に向けた取
組を考え、実行できる能力を身につけることを目的とする。学生は、日本とアフリカという全く異なる環境や文化の相違を徐々
に理解し対話を始めるために、まずは、オンラインで「慣らし運転」を始める。その後、離島やへき地というそれぞれのフィー
ルドを実際に訪問する短期研修、さらに、医学や保健学、社会学などの専門分野を中心に研究活動を主体とする長期研修
へと交流を深め、最終的には、それぞれの専門性から地球の健康に貢献しうる研究を実施する人材へと成長することを目指
した包括的なプログラム構成を特徴としている。

【交流予定人数】

2020 2021 2022 2023 2024

派遣

実際に渡航する学生 3 8 8 8

自国にて国際教育・交流プログラムをオンラインで受講する学生 4 4 4 4 4

受入

実際に渡航する学生 4 8 8 8

自国にて国際教育・交流プログラムをオンラインで受講する学生 4 4 4 4 4



■ 質の保証を伴った大学間交流の枠組形成に向けた取組

交流プログラムにおける学生のモビリティ

■ 事業の実施に伴う大学の国際化の状況、情報の公開、成果の普及

■ 外国人学生の受入及び日本人学生の派遣のための環境整備

■ 交流プログラムの実施状況

■ グッドプラクティス等

○ 日本人学生の派遣 ○ 外国人留学生の受入

１．取組内容の進捗状況（令和2年度）

【プラネタリーヘルスの実現に向けた日ア戦略的共同教育プログラム】
（採択年度 令和2年度 タイプＡ）

【長崎大学】

R2

計画 実績

学生の派遣 4 12

学生の受入 4 12

長崎大学12名、相手国機関から各3名(計12名)が参加し、2021年
2月15日から26日にオンライン交流プログラムを実施した。

日ケの学生をペアにして活動させ、参加学生は文化の多様性や異
文化交流の重要性を理解した。また、プラネタリーヘルスの問題に
関心を持つことの重要性についても共有することができた。

（１）オープニングセレモニーを開催
（２）第１回PHASEプログラム日ケ運営委員会を開催
（３）オンライン交流プログラムを実施

・JASSOの支援により学生の経済的負担が軽減され、学習に専念
できる環境が整った。
・2月実施のオンライン交流プログラムでは、相手国参加学生をナ

イロビに在る本学ケニア拠点に参集させ本交流プログラムに集中
して参加できる環境を整えた。
・3月開催の長崎運営委員会において、2021年度以降日本人学生

を円滑に派遣できるよう協議を開始し、全部局へ派遣希望学生取
り纏めの協力を依頼し準備を整えた。

本プログラムのウェブサイトおよびyoutubeチャンネルを開設し、事業及び交流プログラムの内容

を発信できるようテスト公開および動作確認を行った。今後はこれらのメディアを通じて日英両言
語で情報を提供していく。

新型コロナウイルス感染拡大の影響もあるなか、オンラインによるオープニングセレモニー及びプ
ログラム日ケ運営委員会を開催し、事業実施のための組織整備を行った。また、オンライン交流プ
ログラムにおいては、交流学生数を計画の３倍に増員し、日ケの学生がペアワークに取り組んだ。
その取り組みを通してプラネタリーヘルスに関する知識を共有し、また、互いの文化を知ることによ
り、目に見えない自己の文化的価値観を認識しグローバルな人材となるための自己意識を高める
ことを図った。

（１）相手国大学・機関（ケニヤッタ大学、マセノ大学、ジョモケニヤッタ農工大学（JKUAT）及びケニ
ア中央医学研究所（KEMRI）大学院の代表者に加え、ケニア教育大臣等、ケニア教育界から多数
の来賓を迎え、総勢約60名の参加のもとオンラインでオープニングセレモニーを1月に開催した。
（２）PHASEプログラム日ケ運営委員会を発足し第1回目の委員会を1月に開催した。ケニア側連

携大学・機関と今後の学生交流に向けた協議を開始し、交流プログラムの実施時期・プログラム内
容について合意した。将来的な単位互換についてもさらに協議を進める。

（３）各相手国機関との学術交流協定や学生交流の覚書交換に向けた協議を開始し、６月現在締
結手続き中１校を除き、全ての覚書を交わした。

〈ケニア拠点でプログラムに参加する学生〉

〈 オンラン交流プログラム〉



■ 質の保証を伴った大学間交流の枠組形成に向けた取組

交流プログラムにおける学生のモビリティ

■ 事業の実施に伴う大学の国際化の状況
情報の公開、成果の普及

■ 外国人学生の受入及び日本人学生の派遣のための環境整備

■ 交流プログラムの実施状況

■ グッドプラクティス等

長期研修プログラムの活動風景
○ 日本人学生の派遣

○ 日本人学生の派遣、外国人留学生の受入

長崎大学アフリカ海外教育研究拠点

２．取組内容の進捗状況（令和3年度）

【プラネタリーヘルスの実現に向けた日ア戦略的共同教育プログラム】
（採択年度 令和2年度 タイプＡ）

【長崎大学】

R3

計画 実績

学生の派遣 7 22

学生の受入 8 21

・日本人学生の派遣時には本学アフリカ海外教育研究拠点ケニア駐在スタッフ
がオリエンテーションを実施し、緊急時には生活や精神的なサポートを行える
環境が整った。
・外国人学生の受入時には留学生や研究員を対象にしたゲストハウス及び国際
交流会館を優先的に割り当てられる体制を整えた。

長期研修プログラム
相手大学・機関との交流協定に基づき、全学学部・研究科から学生を選考
し、10月・11月・12月・1月に大学院生1名ずつ、1月・3月に学部学生1名ず
つの派遣をそれぞれ開始し、派遣先大学の指導教員による指導のもと研究
活動及びインターンシップを遂行した。

オンライン交流プログラム
9月：短期研修プログラムに代わるプログラムとして、日ケ両学生が長崎大学におけるプラネタリーヘ
ルスの取組みを学び、課題解決型プロジェクトに取り組んだ。互いの社会が抱える課題を協働して抽出
し、さらに、日本とケニアの両学生で構成するグループワークでその課題解決策を共に考え具体的な方
法を立案して発表した。
2月：日本とケニアの両学生がプラネタリーヘルスの問題に関心を持つことの重要性を理解し、日本と
アフリカの架け橋的人材となるための素養を深めた。グループワークでは、互いの文化を知ることを通
して、目に見えない自己の文化的価値観を認識し、グローバルな人材となるために、個人の長所・
短所・ギャップについて自己意識を高めることができた。

（１）第２回PHASEプログラム日ケ運営委員会を３月に開催
ケニア側連携大学・機関とプログラムの実施状況を共有し、今後の学生交流に向けた協議を進め交流
プログラムの実施時期・プログラム内容について合意した。将来的な単位互換及びダブルディグリー
の実現に向けてさらに協議を進める。

（２）相手国大学・機関との学術交流協定や学生交流の覚書の締結が完了

（１）オンライン交流プログラムを実施
（２）長期研修プログラムによる日本学生の派遣を開始
（３）第２回PHASEプログラム日ケ運営委員会を開催

PHASEプログラム長崎運営委員会を開催し、交流プログラム実施にかかる準備・調整を行うため各交流
プログラムのワーキンググループを立上げプログラムの実施を推進した。また、新型コロナ感染症の感
染拡大の影響によるケニアにおける入国時の規制及び本学学生の派遣に関する規制が緩和されたことか
ら、本学ケニア拠点の協力を得て長期研修プログラムによる6名の学生の派遣を開始した。さらに、本
年度は２つのオンライン交流プログラムを実施し、計画を上回る日本学生16名及びケニア学生21名がグ
ループワークにより共に様々なタスクに取り組み交流を深めた。3月にはPHASEプログラム日ケ運営委員
会を実施し、相手国大学・機関の担当者とプログラム実施報告及び今後の予定について共有し、その後
アンケート方式によるプログラム自己評価を実施した。

・本学教養教育科目「プラネタリーヘルス入門」教材の英語化を実施し、オンライン交流プログラムに
おいても、日本とケニアの両参加学生のプラネタリーヘルスへの理解を深めることができた。
・本プログラムのウェブサイトおよびYouTubeチャンネルにおいて事業及び交流プログラムの内容を日英
両言語で情報を提供した。


